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都市 計 画侭つい て

平 野 達 雄
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序 小論の目的と方法

現代の大都市にかい ては、産業の発逹及び人口 の巣中により、交通 ・道路 ・住宅等梱々の都市問

題が発生 い その解決は阻要な課阻となつている。特匹過大都市東京では各都市問題が培大かつ複

雑化 い 早急な解決は困難と考えられている。 てれら都市問題に対い地理学を始め各分野の立場

から研究を進めているが、地埋学の分野では都市を地域対象妬 して発逹過程 ・現状分訴 ・都市化等

多放の研究論文が発表されている。

都市の発展を考祭する場合、円滑な発達を促進するため妬都市計画の果す役割は爾要である。束

京を始め各部市は、江戸間以降しばしば都市計画を実施し、 現在は首都圏喉姉計画 ・新姪菜都市計

固等実施中で あり、その出屯要性化関 し史めて述べるまでもない。

小論の目的は、江戸及び朱京の発券過稗を対象につぎの専項を調査する事である。

(1淵畑形熊や撒造の形成過程の中での都市問題の発生と特質

(2瑯市1甘II迫解決に直要な没菩i]を果す都市計画事染が如何なる必要性で企画されたかに ついて技術

的面に備する 社［た〈自然 ・社会等を考祭しながら内容 ・問題点 ・改善の成果匠ついて検討する。

なお、発逹期間妬ついては、本女では、近代都市の出発点であり都市形態の形成間である江戸中

期か ら明治年阻！に直点をおき、地図を参考妬検討 しながら歴史地理学的Vて考祭 した。
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その方法としては、都市発展の基本文献を基礎に江戸及び東京の発達の文献裔料調査を主と した。

資料妬は、東京都を始め区、市器行公文魯文献を使用し、特妬江戸 ・明治初期束京の基本的文献史

料集である束京市史稿各篇を中心と した。同時代各柚江戸図、東京市史糀附図、旧陸地刹懺部地形

図等を使用 し比較検討した。

1. 江戸の都 市 構 造

東京の前身の江戸は、幕府所在の封哩的中央集権都市と して発逹ら日本都市発達史において特

色ある都市形態を形成した。さら匠東京の基礎とた りその発逹匠大きな影響を与えたo

江戸は江戸時代に堅設された他の都市と同様、城下町1診式を原則としたが、参勤交代制により江

戸の居住を弛制された全国藩主及び家臣団の集中は市街の大半を武家屋救地域で占める結果 となつ

た。

1 6は紀、徳川氏人国当時の小親模な坤下町から朋暦大火を経た 17 0 0年頃には、都市形態を

ほぼ完成 した。

寛文江戸図以後刊行され1t.多くの江戸図匹より考寮すると、最盛期匠 おいては、東は江東及び深

凰 西は現在の山手線の範囲迄市街を砿大 い 当時の世界的大都市に発展 した。

その特色の弟ーは、 市街の約 2/3 を江戸城（也上・・中 ・下或は抱塔救からなる各渚邸と多放の旗

本座数で占められていることである。それらは山手台地上のみならず、下町低地域から江束地域迄

広範囲に分布 している。反面町屋地域は下町の一部の他の主要街道沿い、又は山手武象屋放地域内

妬散在するに過ぎない。

朋暦大火該、移転再組成 した寺社地域は浅草、 小石川、三田等市街周辺に奥団的妬分布している。

さらに、無計画に拡大した江戸市街と飼じく 、道路網も複雑な地形の影悧もあつて無秩序に分布

している事が江戸図上から忍められる。（江戸図による。また江東の一部は例外である）

確実な全市の人口統計がないため推胡匠よる他はないが、最盛期の江戸は 10 0万人以上あった

と考えられている。江戸が肱界的大都市に発展 した理由の第ーは現代の過大都市 と異な り、参勤交

代制！て よる全国の武家人口の庚中と、武家階級に依存する一般町民及び晨村人口の集中による特異

な性格を持つているからであり、それ故、謡府崩壊後、一時人口 の半分を失 う打柴を受けねばなら

なかつた。

2. 江戸の都市計画

江戸の都市計画の特色は、封建制度の枠内で問題を改菩するれであ り、主に災急f防止策の火除明

地制 ・防火涅築を中心厄実施されていた。従つて地域制維持と城下の防衛が基本原則であり、大規

模な都市改造は不可能であった。以下各施設につい て若干枇説 したい と思う 。

(1) 火 餘明地 これは市街地の一部家屋を撤去し空地帯を設け、頻発する火災の延焼を防
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止しようとするものである。

明磨2年 (16 5 7 年）中橋 • 長崎町両広小路（現在の中央区）の企画を岐初に、 明暦プ』火後、

同4年妬前陀2広小洛の（也合計 1D力所の火除明地が市内各所妬建設されたo その後、火災後等賤

会ある毎に増設し、江戸の火除明地帯を1府成 したが、辟妬元禄年間から享保年間妬多数建設 してい

る。

いづれも江戸城北部を軸とし、 市街地中心部妬東西の空抽帯を設隧 い 主に西北風の火災の延焼

防止を目的としたo

江戸閃及び東京市史稿の資料によると各火除明地の改廃は激 し〈 、分布はしばしば変化したが函

本方針は究史 していない。 しか ら 火除明地政策は木造密集家屋の市街地のため、若干の例の他、

余り効果はな く、中期以後次弟に棺少するか溌止される傾向匹あり、甜末時には、包）町 ・三番町附

近火除明地の他、大半は廃止または薬園脊胚伝用されている。

(2) 防火建 築 江戸の防火対第と して絡府は火除明地と同時に瓦ぷき ・土誡羞等、当時の

耐火哩築奨励胚努めた。

享保5年 (17 2 0年）土蔵迩泡屋 ・瓦屋根建築許可令を汲初妬、享似年伽よ り党保年間 (17 

23~1 743年 ）にかけて、 建築資金貸付 ・土蔵追琢賠地城指定 ・公役金免除の奨励策を頻潔妬

実施 した。 以後、 瓦丑 • 土改造塗屋は江戸の ＇迅栄の腺準とな つたが、 火災防止は困難で あつた。

(3) 水 道 江戸の大規模な施設匠水道網がある。初期市街の大部分は海岸埋立VCより

形成され、 水利の悪いサl・、井戸堀技術の未発達、山手台地上vc枢大する市街地へ給水の必渋等の迎

由により、初期の小規模な神出上水を始めと し、 1 7世紀末には神田上水 ・屯川上水 ・背山上水・

三田上水 • 干川上水 ・ 磁有上 水か ら成る江戸の水道網が完成された。

水道の分布状態は次の呼りである。

（i畑田上水は地形上、下町低地地域、(ii)玉川上水及び青山 ・三田各上水は江戸城他洪柏台地上と、

神田上水給水地域を除 く下町南部地域 (jjj)千川上水は江戸北部及び浅草地域 Ov疑辞f上水は江東地

域に各々給水した。

享促 7年 (17 2 2年）以後、来川 ・神出両上水を除き他の水道は廃止され、前記至）II・神田両

上水は明治中期迄使用されている。

江戸の水通のうぢ待匠玉川上水は、江戸の給水の他、悶砥困難であつた武鋭野洪桔台地に分水す

るこ と（疋より、その淵拓を可能に した。さらに三田 ・千川両上水は廃止後誤業用 水匹転用 い 明治

初期迄使用されている。

明治初期の工業化妬捺 い 動力を上水に求めたエ塩が上水沿線た立甘り している。たとえば神田上

水（小石川、砲兵エ ）三田上水（目黒火薬工場 ）千川上水（王寺、複紙工場）など がそれである。
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3. 明 治 初 期における日本の都市の、変ぼ う

炭応 4年、暮怨体制は消滅 い 天皇を中心とする 明治新政府は、宮匪強兵 ・殖産典業を 目標に上

から改革を進めた。

版籍奉遠 （叫治 2年 ）萌滞置県（后14年 ）秩禄処分 (6年 ）の拮贋で封建制度の解休と身分制を

改革し 徴兵令 (5年 ）で近代軍隊の創建、さらに同年地券制妬 より近代的土地所有制度を確立し

たo

社会の窄化匹ともたい、 日本各都市は近代都市に再糊成する廿向に淮み、注た北海逍の賭都市の

様に新たな都市が建設されたが、既成都市のうち、時に城下町にお、いて都市構造の度化が著 しい。

明治初期、武士階級の消滅四より全国城下町では城郭及び武家屋敷訛域の荒院が始まつた。

朋治 3年 4月～ 4年 6月にかけ宇和島 ・小田原 ・川越等全国多数の蹄県知事は「旧来の城郭全在

薗候は、畢境無用の長物」である等の理由から太政官（疋終理停1・ヒ・破壊 ・開栢を申詣し、 七の結果

城郭の大部分は破扱され「国 々城郭破壊の月し一流行物となり、i脊者相競 う有様」 （南紀恙川定 ）と

投 jされた程である。同時に城郭周辺の武家屋吸も大部分燕人とな り、破壊又は知地化した例が多

Vo 

この変化過程は、江戸時代各都市図及び明治年間の地形図 ・各都市閑の比紋険討により明らかに

される。しか ら 地域の中心を占めていた大扱下町は、新 しい県の行政中心地となり、貼庁。新学

狡 ・兵営等が設けられ、次弟iC地方都市 として 用生したo

4. 明治初 期 の東京都市 ，構造 の 変 化

封建制度の祁体は、参勤交代制によつて全鹿から大名や器士が呆中 した江戸匠ないて二也の打翠

を受け、その結果、特異な形態の市街は、 他器国以上の荒廃 ・市域彰少がみられた。

既に安政 2年 (18 5 5.）・ 文久 2年(18 6 2)と参勁交代制を綬和し江戸の衰退の1}り兆を示

したが、似応 4年 (1868)VCは諸挨江戸う！払令妬よ り江戸残留各活士は帰国 い さら（て明治元

年 10月 (18 6 8)徳川氏の駿府（静岡）移封後、！直践旗ぷも竣府移住 （家族を含み約 13, 0 0 

□)・反政府化 ・栓商化 ・助臣化しつつ四牧した。

従つ て江戸を引糊いだ朱京の広大な武家地J成は大半無人と なり、その処陪が大きな哨阻であつた。

明治 2年の統計（区制沿革）匠よれば、 この武家屋放地域は而楢 11, 6 9 2. 5 9 1坪、 市街の約

68%を占めていたo

同時代、武窓隋級vc依存 していた町人も大打撃をうけ、その救済節として貧院設立 ・下総小金 ・

佐倉諸牧の院紀 （明治 2年～ 5年 ）・北海道移民 ・授産所設僻 （探川 ・下谷等。明治 3年） 等実施

されているo 衰退 した当時の人口は 503,703（明治 2年 ）であり、江戸期の取盛1り1vcは 10 0 

万人以上と 推定され ているから半減 したこと にな る。
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明治元年妬政府は、地理的位樹、 市民四赦による市街荒廃防止、旧船府諸施設 ・各器邸跡の皇居

を始め とする 新政府官庁 ・兵営等に転用可能等の理由から東京を首都妬決定 した。旧江戸の範囲で

発足した東京の市街は、 武家地 ・ 寺社地 • 町地の他、 麻末に締結 した固際条約厄基づく築地居留地

等を含む複雑なもので あった。

明治初期妬おける急拐であつた市街の再綱成 ・近代化と武家竪炊跡の処分 ・転用状況妬ついて東

京市史稿等各種誌料 ・地図により考祭すると、 市街地 ー特に武家居救地域の疫化渦程は地域によっ

て三区分された事が 胆らか妬認め られる。

すなわち(j}江戸城を始め中央部の官用地化 (ii)問辺苅城の総地化 (iii)町地隣接地域の商業地域化

である。以下各区分変化過程を述べる。

(l) 官 用地 化 和政府は行政機構の幣I箭拡充vc労め、各袖行政殺諜や軍事殺関が設立され

たが、江戸城外旧祁府施設及びiH藩邸勅、 旗本犀敷滅を転用 して充てた。

先づ弟一灰、明治元年、江戸城を皇居に決定 したのを始め、明治 2~4年の間に皇居問辺の多数

旧藩邸跡は、築地安芸器邸（淮車所 ）・彦根県邸 （兵bil省） • 山 口 垢 （ 大蔵省 ） 等各官庁（て転用 し、

行政地戟の初期の形稲を示しているc

初期の転用状品の中で特(・'c注目 されるのは、 東京の中央部に‘酎．用地が広範囲に分布 している事で

鯰 。明治 3~5年；いかけ、兵訴雀‘に紅兵賢 兵舎 ・武器直等印用地獲得に努力 し、多数の1日僻邸

を人手している。たと えば旧長州・ら吾邸跡 （日比谷）の陸軍操練場を始め半脳門外か ら三宅坂、政ケ

関一帯が車戸杞したc その他水戸藩邸蔀 （小石川）の造兵司（後の砲兵工廠 ）転用の様妬水力利用

による初期工染の萌芽を示す紗11もあつた。

つき液：皇室片1地も、赤坂紀伊海邸 （仮皇居→赤坂雄＇岩') • 浜離‘宮 ・ 肖山御所を始め各宮家邸再各

所に多放殷僭 した。

窃町を始め広函囲妬分布していた訊本屋敷跡は、政府高官 ・官吏の住宅に転用された。

以上述べた様妬明治初期の屎京の中央部は烏室用地 ・官用地 ・軍用地で占められたことは、都市

形態の根本的な改造を制約するのみならず、道路栢 ・交曲問脳等多 くの都市1廿j題をひき起す遠因 と

なつていると思われる。

(2)誕 地 化 山手一帯に拡がる武家展敷跡は一部官用地化した例の他、次弟に破壊され農地

化した。

、 明治 2年に朱引外屋敷の問紐決定（た、 千就ガ谷地域の入札払下げ（ 同年）、青山 ・麻布附近の開

拓使宮!WI化 (20万坪 ・后14年 ）等が実施された。

しか し東京の市街稲少を促進 したのは、 2年から 5年ircかけて突施した桑 ・茶棺付政策妬よる所

が多い。 これは-般市民の救済策妬桑 ・茶を梢えさせ産菜及び点釦出振興、 さらに屋敷整理方針の も
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と匠東京府では、敷地の貸付 ・払下げ等奨励妬努めたが失敗に終つた。しかしながらこの結果 6年

迄に開緊i面積は約 11 0万坪で、全昂敷面梢の約 1割に相当する。 (6年調査による） 特妬麻布

（約 12万坪） 青山 （約 15万坪 ）千駄ガ谷 （約 10万坪）を始め小石川 ・素罰司ガ谷 ・駒込等に大

規模な鹿地化地域が見られる。

市街の縮少・農地化状況の経過は、明治 17年刹穀の東京 5千分の 1地形図 ・13年澳！最の 2万

分の 1 迅速油図 • 4年出版の東京大絵図の比較検討妬より 明らか妬される。

4年は桑茶梢付政策の初叫段階を表わ い 青山 ・牛込 ・湯烏 ・麹町等！1（手台地上のみならず下谷 ・

浅草等下町低地地域迄、広筒囲妬わたつて小規模な桑茶畑が分布している。

1 3 ~ 1 7年頃の分布は山手一帯VC広節曲に拡大し、大規模な開墾状況を示す一方、 4年当時、

下町地域各所に分布 していた桑 ・茶畑は市街再熙成過程妬、ち、いて吸収されて消紋 したo

批田川以束 ・江東地城では山手と異なり、全 ・茶植付は行われず水田化した。

以上述ぺた様に槃 ・茶柏付政策が武家屋吸の1成炭 ・貶地化を促進 した結果、後厄は器敷級謀制限

令策をとつた程である。

5. 明治初期の都市計画

東京は城下町形式から近代都市形態に速か化改造する必炭妬迫られていたが、社会状努の不安定＂

財政上の間賠のため、大規模な都市計画を実施出米ず、当初化ないては旧江戸の屋炊跡 ・水道等各

柚廊設を転用 している。

明治初期の部市計画は、 5年の銀座凍瓦街建設事染を撹に二分される と思われる。

(1) 引治 5 年以 前 この場合、江戸の都廿i計固を社栢承 し、武家 ・寺社 ・町地の地城区分維

持に努め、武家屋放地の商人へ貸付禁止令 （L送応 4年 ・市政裁判所布告）を出したが、地域制の崩

汲は防止出来ず、・武家地内へ町人の居住があいつぎ、ついに商染地城化を駁める に至ったo

一方、技術面においては、江戸都市計画の特質であった防火明地制度及び防火家屋制度を 引続き

実施 した。例えば、 3年には頻発する火災のため、神田佐久間町附近妬火除明地を建設 い 同時に

土蔵造塗屋以外の寂屋建築制限令 ・火除地の居住 ・建築禁止令を発している。

また同年から江戸城防衛の施設であつた周辺各見付の破壊が始まり、外桜田門 ・馬場先門等8門

を除き 、 数寄犀橋 ・ 虎ノ門 ・ 赤坂 • 四谷・牛込等外郭 2 1門は渡楷を人札徹去したo

ただ い 見1寸自体の形態は尚残存し明治中期以後、 市区改正事業により 消蔽する。

(2) 明治 5 年以後 丸ノ内及び銀座一帯の大火後実施した銀座煉瓦街建設削業は特異な性

格を持つている。復典妬際 い 以前の江戸より明治初期迄引続き行われた政策が急激に変化した理

由について都市紀要 ・東京市史稿等文献匠より次の様に考えられる。

① 新政府が殺非府より弓l樅いだ不平等条約改定の手段に首都釆京を曲欧都市の様に改造し近代化

-2 7 -



を示そうと考えた。ただし真の近代化ではな く市街中心部のみ急いで改造し、 将来全市に及ぽそう

とするものである。 ② 銀座は、鉄道起点 （新橋 ）と築地居留地妬近 く、 市の中心部 となる同地

域の近代化は必要であつた。 ⑤ 江戸以来晒発 した火災防止の必要。

以上の理由匠より 5年から 10年VCかけ銀座 ・京揺一帯の区両幣理 ・道路拡張 ・国費による約 1

1 0 0戸の統一 ある森瓦違市街地が建設さ・れ一般に分限されたo

しかし、建設半業が単妬銀座の小地域の改造に終つたのは次の様な「1訊阻点を持つていたため と思

われる。

① 市民か らの要望でな く知哨及び政府扁官の思いつき で 「別に予葬とか計画 とかと言う ボは全

くなしの話 し合」から始められた。そのため計画自体極短期間妬たてられ、 資材の準備の不充分等

多〈の問適があつ1Co ⑦ 患侯為自然条件を弓殺せず建築を進めている。

• 以上の裸な点から反対もあつて捩似趾の碑い建設事菜は釆地一帯のエ崩も 中止 し、 文明開化の一

産物視される結果に終つた。その収面．，遥鉛 ・準栄等の国費妬よる最初の統一 ある綜合的な都蔀ft

画琳業であり、 切治中期の市区改正事菜を始めその後実屁 した道路中心王我の都市計画と比較 した

場合、俊れた面も持つていると 考えられる。

6 . 明治中 期の都市 構造

銀座燦瓦街建設事業の終つた明治中1り1の束京は、禁計画匹都市 溝造の再紺臥が進行している。当

時の都市形悪は、見付祢等江戸の残存形森 と鉄逍脊近代施設がt昆合 した状態である，

明治 15年；｝訟 2万分 1地形杓＇及び 17年沙も縦5千分 1地形［ざ頃図揺の考察による と、地域の特

色は次の相沢考えられる。宮城を中心冗外濠以内は官庁等官用地で大紐分占められ、特匹兵営等軍

用地の比率が大きい。その内典型的なW:1として丸ノ内を挙けると ti)東京鎮台歩兵 ・砲兵 ・エ兵其

他の兵営 • 練兵場等車用地、 (jj)司法省 ・ 裁判所 ・ 壁獄署 ｀ 苦視庁 ・ 元老院脊官庁、 (ii i汗のほか学改 ．

勧工場 ・岩倉等政府高官邸 ・大神宮群宗教用地が雑然と混在 ・分布している。

束京全市の都市構造閃に表 した様陀中央部のみならず山手台地上の旧大名淫放の相当部分が皇室

用地 ・車用地妬転用 し各所妬分布 している。ま た麹町の永田町一弗は政府高官 ・華族・実業家等の

届級住宅抽に突化し、山手一帯の住宅地域化の原型と考えられる。

一方、かつて下町一帯にも広く 分布していた旧武家屋放地域は解体分御！ い 眺紫地域化 した。し

かL,, 5千分の 1地形邸て見 られる様（て、下谷では尚武家地域の名残を示す道路割 ・庭園跡が各所

にあり、随卸li下流妬も 2~3の単族邸が商業地坂化した中で孤立ら ，釘体の末期を表わ している。

明治 21年 (18 8 8)から 43年 (19 1 0)迄に実施された東京市区改正事業は東京におい

て最初のブ、親摸た近代的都市計囲甜染であり、現在の都市形i阻の基が務を形成 した意我を持つ。

明治元年以来、東床はおかむね旧江戸の寿邸跡 ，水道等諸施設を転用又は改良 したため、近代都
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市（疋発展する匠は次第に多 くの問題点が発生し、新たな道路 ・港湾 ・交西等の釜備と都市形態を全

而的に改造する必要妬迫 られていた。例えば尚江戸の形態を残す見付門跡の存在、銀座を除き狭く

無系統な道路網、江戸時代の下川 ・神田上水利用の不完全な水道、名目だけの公既さらに木造哩

築家屋の密集市街地等の改善が魚がれていた。

明治 10年以後 もしばしば東京の改菩計画が企てられたが、隅田川口箸訊却Cよる中央市区穿の拘

広具体化できなかつたか、あるいは小規模な部分的改良妬終つてしまつた。

明治 21年 (18 8 8)、東京府提出の瓶案をも と尻同年8月、東京市区改正条令が公布され、束

京の近代化がようや （瀞手されるに至った。

ただ し当初の計画は後vc修正 したため1日設計と呼ばれている。同案妬よると巾悦 20阻1(36 :n) 

1 0踏線を始め総計 31 6路線の道路網がつ くられ、それ らは全市をお沿うのみならす、席接町村

迄拡がる。日比谷公園 （綽兵場転用 ）を始めと すろ公固は合計 49ヵ所、面所 10 0万坪（r(上り、

その中四はliiJ島公閥 （隅田川沿岸 ）・高綸公園（品川侮岸 ）等の海岸公趾又は河岸公頃の樅惧も見

られる。共の他、河川の新設及び改修、 市喝建設、中央停翠喝建設 （東求訳） 色り広範曲・な計面であ

る。

しかい 市区改正事染の根本方針は次の通りである。

(i)都市の根本的改造は実際上困難であるから、．とりわけ実行し易くて費用も比餃的安い現状改

良主義を採用したo

(ii) 逍路中心王義である こと。 これは東京の都市計画史を通じ言える性格である が、 「逍路 ・橋

梁 •. 河川ハ本ナ リ 、 水道家屋下水ハ末 ナ リ 」 の雌由から市民の瑣境衛生に直要な公園 ・ 上下水道等

を軽視 している。

以上の問題点はあるが全市城にわたる系統的道路網 ・各所妬赦在する大小公ほは完全妬実施した

場合、或程度迄都市形態を改善 したと考えられる。

現状改良主義の旧設計事業はエ事開始後、余り妬大規模過ぎると考え られた珀、 日消戦役rJ)財政

上の圧迫 ・鉄道其他緊急を要する部門の璽視喩等から車菜は進まず、明治 36年(19 0 3)、fl:i

区改正委居会は大巾妬計画を修正前砂少した。 これは東京市区改正新設計と呼ばれる。道路は、 市内

中央部 ・主要幹線道路 2？路線のみ陀限定・した。従つて計画路線の分布は宮城周辺の行政 ・商業鋪

城に直点を隧いている。さらvc公肉の場合、時色ある向島 ・高輪両公園（也 27公肉を削り、 日比谷

公陪他 22カ所に限り、而梢は旧設計の 66％尻半減 した0 .

結局、新設計は現状改良主義の旧設計か らさら厄施行地域 ・内容を縮少したもので、．都市形態の

改菩はあま り出来なかつたい 産業革命の進展による市街地の拡大等次第に増大する都市問題の梯

決を困難妬 してしまつた。工事伶了後、中央部は一応幹線道路の整猫、江戸の特徴である各見付跡
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の除去等を終えている。

一方、周辺部は少9女の幹線道路を除いては江戸そのままの道路網の無秩序な状態妬放個されてい

るい 中央部でさえ主要道路以外は殆んど改良されていない結果となつた。 このよ うな状況は江戸

図なよび明治年間の地形1刃(50 0 0分 1及び 20 0 0 0分 1)の比較で明瞭に認められる。

つき 妬ゞ、遺路中心主我のため匠近代都市と して不可決な上下水道 ・公園等球境衛生枷設の建設が

道路以上氾おく れているこ とを指摘 しよう。たと えば上水道の場合、明治 25年から建設を開始し、

後しばしば拡張匠努めたが急速ヽ9:：都市化(/Cおくれ、現在の東京においてもその不備は咽要な都市閑I

魁となつているのである。

次の下水道は上水逍以上更妬贔設がお〈れ、ボ実上落・エは明治 44年、現在でさえ下水造網分布

は厄ぽ山手線以内に過ぎな い状態である。

7 .明治 末助の 都 市 構 造

明治初期に一時衰退 した東京は、産染革命妬 ．［るエ梁の発展により人 口増加が着 し〈、 4 0年妬

は2.1 4 6. 0 4 3人に逹した。人口 増加に伴ない、初叫に大さ＜縮少 した市街地も再び周辺妬急速

な拡大 い 特匠桑政政策で誤地化した内部台地上は王に住宅地として再生した。 払大すご隙、計画

的妬市街地化せず、無秩序妬旧誤道、さらVCさかのぽれば江戸の逍路桐等を利用 し区恥 している。

この市街地化は、 市区改正(re.よる幹線道路糾 i村・鉄逍及ぴ市内屯車の延長等交油体系の僻立で促埠

され、明治 40年頃妬は、江戸市街の最大範曲である山手椋沿線迄達し、 さらifC当時の束京面威を

越え隣接町村迄急速妬拡大する傾向を示している。

拡大した明治末期の都市栴造を似哉すると中期の市区改正碩菜実施以前、混乱していた都心部の

変化が著しい。

丸ノ内等中央部の大部分を占めていた軍用地が市外或いは周辺地域妬移転され、 その佐は行政、

経済地域化している。丸の内はエ車中の東京駅を中心にピ ・；；ネスセンク ー化ナる過程にあり、又設

ガ颯大手町地域も各省官庁が集中 し、行政地域を形灰 した。

周辺に拡がる住宅地域のうち、 t俎町 ・牛込等台地上は扁級住宅地、江東のエ菜地城周辺又は台地

間の低地は下慮住宅地化する領向匠あり、各所（たスラ ムを形成 した。

工染は明治初期の官営事菜から r産業革命を経て緒巻 したが、初期には水ブ］を動力に使用 い 三田

・ 神出上水沿線匹分布い明治末期になる と江東の深川 • 本所低抽地帯 ・ 荒川沿岸 ・ 芝洞等妬工業

地域を形威した。

以上1煎説したよう 厄、明治末期には束京の名伯市構造および形領は匠ぽ近代化を終え現在の基礎を

形成したと考えられる。

8 . 結 語
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江戸から明治年閻を迎じ、社会の変化に応 じて実施された都市計画の特質は、 市民の立場から考

える事なく時の為政者妬よ つて上から企画されたものであり、 市民の福祉より行政の便宜 ・対外的

な見抽に 盾点をi酋いていた。従つて道路中心主義 となり、 生活衷境施設は軽視され、その道路妬お

いても都心の行政地賊妃璽点が消かれ、周辺部尻対してはかえりみられている とはいえない。

さら妬都市の根本的改造を実施せず、現状改良主義の方針をとり、急涼かつ無秩序な郊外の都市

化や市街内部の鹿舌しを是正出来なかつた。そ して計画自休、実施の段陪でしばしばi約正縮少した例

が多 くそれらはあい玉なりあって均在の都市問賠の大きな原因にな っている。

小綸は修士論文の要約であるが、枚改の関係上、全章の要約は庄来ず、明治年間を中心

に王要部分匠限つて要約 した。そのため余りまとまつていない。その上、稔文中の附肉も

殆んど祓せられなかつたため、．読者も読みVCくい点があったでをるう ことをな詫ひ＇する 。
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